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■本書の主な関連歴史事項
明治	39	（1906）	 ドイツ博物館 暫定的コレクション公開
明治	44	（1911）	 愛知県商品陳列館 開館
大正	元	（1912）	「工業発達助長ニ関スル件」諮問
	 6	（1917）	 機械学会「機械工業発達助長案」
	 7	（1918）	 工学会「工業教育刷新案」
	 10	（1921）	「科学知識普及ニ関スル建議案」
	 13	（1924）	 長岡高等工業学校 開校
	 14	（1925）	 東京市電気研究所・電気博物館 開館
	 15	（1926）	 長岡高等工業学校附属科学工業博物館 竣工
昭和	 4	（1929）	 ミラー「科学及び工業の博物館」講演
	 7	（1932）	 東京科学博物館別館（工業館）仮公開
	 8	（1933）	 日本工学会、工業博物館設立計画
	 10	（1935）	 紀元二千六百年記念日本万国大博覧会 開設

計画（万博協会）
	 39	（1964）	 市立名古屋科学館 全館開館
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本書の 執筆が佳境に入った令和 4（2022）年の秋、東京国立博
物館で創立 150 周年記念特別展が開催された。この特別

展は同館が所有する 89 点の国宝すべてを含む名品と諸資料を公開する一大
展覧会であり、洗練された感性に支えられ独自の美を放つ美術・工芸部門
の作品群、歴史を雄弁に語る発掘品、原書などを目の当たりにして圧倒的
な感銘を受けた。翻って未だ工業博物館が設立されていないことに対し改
めて残念な思いがこみ上げてきた。工業教育や科学技術振興などを主目的
とせず、文化財としての工業資料を保存、展示し、次世代に継承する工業
博物館が設立され、歴史・美術の博物館と対等な評価が与えられる日が来
ることを切望してやまない。

博物館の 普遍的な目的とは何か。
それは貴重な資料を収

集し保存して次世代に継承していくことである。
工業博物館の場合でいうと、工業資料を文化財
として認知し保存継承を図ることである。この
視点に立ち、工業博物館を実現するための具体
的方策についても本書で言及したいと思う。

著者
―まえがき /あとがきより抜粋構成

＊大空社出版　2023年10月刊

● 著者　馬渕浩一　まぶち・こういち

現在、名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属生涯学
習・キャリア教育研究センター研究員、名古屋工業大学
大学院および放送大学非常勤講師。博士（工学）。
1957 年、名古屋市生まれ。1983 年、市立名古屋科学館
（現名古屋市科学館）勤務、2021 年 3 月、名古屋市科学
館（主任学芸員）退職。著作に『日本の近代技術はこう
して生まれた：産業遺産をヒントに考える』（玉川大学出
版部 1999）、『技術革新はどう行われてきたか：新しい価
値創造に向けて』（日外アソシエーツ 2008）など。共著に
『日本の機械工学を創った人々』（前田清志編、オーム社 

1994）、『日本の技術革新大系』（国立科学博物館 2010）など。
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いったん工業的価値が減滅しても新たに文化的
な価値が生じる。そのような無形の文化的価値
を再構成して提示する場が

工業博物館 なのである。
―終章　工業博物館の実現に向けて　より
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計画、しかしいまだ実現されないのはなぜなのか？

永年、博物館業務に従事してきた著者だからこその視点で、

厖大な史料文献・データを整理し、鋭く歴史の核心に迫る。

近代日本の博物館の歴史に浮かび上がる

“工業博物館”構想に関わった官民・学術・教育の人々の営為

＊読みやすい ・明解な文章
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